
　
　
　

第
十
九
番
　
專
念
寺
（
十
一
面
千
手
観
世
音
菩
薩
）
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明
譽
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承
応
三
年
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六
五
五
）
正
月
八
日
示
寂

＊
現
住
職　

第
二
十
七
世　

佐
々
木
敬
易

＊
〒
二
三
〇−
〇
〇
二
二　

横
浜
市
鶴
見
区
市
場
東
中
町
三−

十
八

＊
☎
〇
四
五−
五
〇
一−

八
〇
六
四

＊
京
急
線
「
鶴
見
市
場
」
駅
下
車　

上
り
ホ
ー
ム
側
出
口
前

一
心
山
阿
彌
陀
院
專
念
寺
と
号
し
、
本
尊
は
室
町
時
代
初
期
の
作
と
さ
れ
る
阿
弥
陀
如
来
の
座
像
で
あ
る
。

寺
伝
『
千
手
観
音
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
元
々
寺
地
に
は
富
士
山
よ
り
飛
来
し
た
「
夜
光
石
」
と
い
う
石
を
ご

神
体
と
す
る
富
士
浅
間
神
社
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
縁
あ
っ
て
愚
蔵
坊
照
西
と
云
う
修
行
僧
（
当
寺
第
四
世
）

に
よ
っ
て
、
本
霊
場
の
本
尊
で
あ
る
十
一
面
千
手
観
世
音
菩
薩
が
招
来
さ
れ
、
草
庵
が
結
ば
れ
た
。
折
し
も

浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
の
大
僧
正
が
江
戸
へ
参
向
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
砌
、
こ
の
観
世
音
菩
薩
の
こ
と

を
聞
き
及
ん
で
こ
こ
を
一
寺
精
舎
の
列
に
加
え
、
知
恩
院
直
末
寺
と
し
て
上
記
の
三
号
を
贈
り
現
在
に
至
っ

て
い
る
と
い
う
。

本
霊
場
の
本
尊
で
あ
る
十
一
面
千
手
観
世
音
菩
薩
は
、
普
段
は
秘
仏
と
さ
れ
る
四
寸
ば
か
り
の
立
像
で
、

上
記
寺
伝
に
よ
れ
ば
、「
仏
師
の
祖
」
と
呼
ば
れ
る
定
朝
の
作
と
さ
れ
、
近
江
国
「
石
山
寺
」
の
観
世
音
菩

薩
の
胎
内
仏（
お
腹
籠
も
り
）で
、『
源
氏
物
語
』の
作
者
紫
式
部
の
守
り
本
尊
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
江

戸
名
所
図
絵
』
に
は
市
場
観
音
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
往
時
は
か
な
り
の
賑
わ
い
を
呈
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

　	

ご
　
詠
　
歌

　
ひ
と
す
じ
に

　
　
あ
ゆ
み
を
は
こ
ぶ

　
　
　
せ
ん
ね
ん
じ

　
　
せ
ん
じ
ゅ
の
み
て
の

　
　
　
い
と
に
す
が
り
て

（第19番　專念寺）


